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一　

問
題
状
況

　

私
人
間
の
契
約
に
お
い
て
国
籍
や
性
別
等
に
基
づ
く
差
別
が
行
わ
れ
た
場
合
、
日
本
で
は
、
差
別
的
な
契
約
内
容
の
無
効
・
一
部
無
効

や
、
不
法
行
為
上
の
救
済
で
あ
る
金
銭
賠
償
に
よ
る
人
格
権
侵
害
の
回
復
に
よ
っ
て
個
別
の
問
題
解
決
が
図
ら
れ
て
い（
₁
）る。

　

翻
っ
て
Ｅ
Ｕ
で
は
、
差
別
禁
止
（non- discrim

ination

）
規
定
が
民
法
典
中
そ
れ
も
契
約
法
に
盛
り
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
公
に
開
か
れ
て
提
供
さ
れ
る
取
引
に
お
け
る
差
別
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
債
務
不
履
行
に
関
す
る
規
定
が
用
い
ら
れ

る
。
基
本
的
に
は
損
害
賠
償
を
、
し
か
し
果
て
は
履
行
請
求
ま
で
を
も
通
じ
て
行
わ
れ
る
、
差
別
が
な
か
っ
た
場
合
の
状
態
の
回
復
は
、

契
約
の
場
面
で
差
別
を
受
け
た
者
に
与
え
ら
れ
う
る
最
大
の
救
済
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
救
済
は
差
別
す
る
側
の
契
約
自
由
と
衝
突
す

る
。
こ
の
た
め
、
雇
用
の
領
域
を
越
え
た
一
般
的
な
差
別
禁
止
規
定
が
そ
も
そ
も
契
約
法
に
と
っ
て
必
要
な
の
か
、
必
要
だ
と
し
て
ど
の

程
度
な
の
か
に
関
し
て
議
論
が
あ
る
。

　

禁
じ
ら
れ
る
差
別
と
は
、
要
請
さ
れ
る
平
等
処
遇
と
は
何
か
。
契
約
法
中
に
差
別
禁
止
規
定
を
お
く
こ
と
は
単
に
政
策
的
な
配
慮
に
過

ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
平
等
処
遇
（equal treatm

ent
）
が
契
約
自
由
と
並
び
う
る
契
約
法
の
一
つ
の
柱
を
成
す
の
か
。
ま
た
い
ず
れ

に
せ
よ
、
契
約
自
由
と
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の
抵
触
が
い
か
に
克
服
さ
れ
る
の
か
と
い
う
契
約
法
の
根
本
的
な
問
題
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
契
約
法
に
関
わ
る
差
別
禁
止
規
定
の
経
緯
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
議
論
を
み
て
契
約
法
の

根
本
問
題
の
解
明
の
糸
口
と
し
、
そ
こ
か
ら
問
題
点
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
現
在
欠
い
て
い
る
決
定
的
な
理
論
的
説
明
の
た
め
に
以
降

契
約
自
由
と
の
関
係
を
意
識
し
て
平
等
処
遇
を
研
究
す
る
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
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二 　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
、
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
に
関
わ
る

　

諸
規
定
の
成
立
と
評
価

　

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
立
法
は
、
根
拠
と
な
る
条
約
と
、
そ
れ
に
よ
り
立
法
権
限
を
付
与
さ
れ
た
各
機
関
に
よ
る
規
則
・
指
令
・
意
見
等
の
発

令
と
い
う
具
体
的
行
為
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
規
則
は
直
接
適
用
が
前
提
と
さ
れ
る
立
法
手
段
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
指
令
は
一
定
の
期
限
を
切
っ
た
国
内
法
化
（
置
換
）
作
業
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
規
定
が
十
分
に
具
体
的
で
特
別
の
留

保
も
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
国
内
法
化
の
期
限
徒
過
後
に
直
接
・
間
接
に
適
用
さ
れ
う
る
と
い
う
特
性
を
有
す（
₂
）る。
国
内
立
法
の

裁
量
の
余
地
を
残
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
法
規
と
し
て
の
効
力
を
域
内
の
各
人
に
迅
速
か
つ
強
力
に
及
ぼ
す
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指

令
は
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
差
別
禁
止
を
契
約
法
に
押
し
広
げ
る
主
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

㈠　

成
立
以
前

　

Ｅ
Ｕ
で
差
別
禁
止
が
契
約
法
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
採
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
お
よ
そ
一
九
九
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
設

立
時
に
既
に
、
差
別
禁
止
規
定
自
体
は
い
く
つ
か
存
在
し
た
が
、
具
体
的
な
規
定
は
社
会
政
策
目
的
に
過
ぎ
ず
、
理
念
と
し
て
唱
え
ら
れ

た
一
般
的
な
差
別
禁
止
が
契
約
法
と
の
関
係
で
自
由
を
脅
か
す
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

1　

設
立
条
約

　

Ｅ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
の
設
立
条
約
に
お
け
る
差
別
禁
止
規
定
は
、
域
内
の
人
・
物
品
・
役
務
の
国
境
移
動
を
直
接
的
に
促
進
す
る
内
容

に
限
ら
れ
て
い
た
。
設
立
時
以
来
の
条
文
と
し
て
は
、
国
籍
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
す
る
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
二
条
、
労
働
者
の
移
動
の
自

由
を
保
障
す
る
同
三
九
条
、
男
女
間
の
賃
金
平
等
処
遇
を
定
め
る
同
一
四
一
条
が
挙
げ
ら
れ
る
（
現
行
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
条
、
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四
五
条
、
一
五
七
条
）。
一
二
条
に
よ
る
差
別
禁
止
は
、
共
同
体
加
盟
国
の
国
籍
の
み
が
対
象
で
あ
る（
₃
）が、
直
接
効
力
を
有
す
る
共
同
体
法

上
の
一
般
原
則
と
さ
れ
て
い（
₄
）る。

一
四
一（
₅
）条は

多
く
の
指
令
の
根
拠
と
な
り
、
労
働
関
係
に
お
け
る
男
女
差
別
禁
止
法
制
は
社
会
運
動
の

趨
勢
と
と
も
に
拡
充
さ
れ
て
き（
₆
）た。

2　

設
立
条
約
以
外
に
よ
る
布
石

―
理
念
と
し
て
の
差
別
禁
止

　

具
体
的
な
共
同
体
法
に
直
接
繫
が
ら
な
い
も
の
の
、
他
の
諸
条
約
も
、
共
同
体
立
法
の
背
景
を
構
成
す
る
。
欧
州
人
権
条
約
（
一
九
五

〇
年
署
名
、
一
九
五
三
年
発
効
）
は
既
に
一
四（
₇
）条で
、
当
該
条
約
に
規
定
さ
れ
る
諸
権
利
の
享
受
が
性
別
、
人
種
、
肌
の
色
、
言
語
、
宗
教
、

政
治
的
そ
の
他
の
意
見
、
出
身
国
籍
あ
る
い
は
社
会
的
出
自
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
結
合
、
財
産
、
出
生
そ
の
他
の
地
位
等
に
基
づ
く
差

別
な
く
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
、
一
三
条
で
効
果
的
な
救
済
を
受
け
る
権
利
も
保
障
す
る
。
一
四
条
は
第
一
二
プ
ロ
ト
コ
ル
（
二
〇
〇

〇
年
署
名
、
二
〇
〇
五
年
発
効
）
に
よ
り
「
当
該
条
約
に
規
定
さ
れ
る
（
諸
権
利
）」
と
い
う
制
限
を
は
ず
れ
、
ま
た
公
的
機
関
に
よ
る
一
切

の
差
別
禁
止
も
盛
り
込
ん
だ
一
般
的
差
別
禁
止
の
条
文
と
な
っ（
₈
）た。
他
に
人
種
差
別
撤
廃
条
約
、
国
際
人
権
規
約
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約

な
ど
も
、
重
要
な
理
論
的
背
景
を
成
す
。

㈡　

契
約
法
に
お
け
る
規
定
の
端
緒

―
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
三
条
を
め
ぐ
っ
て

1　

政
治
的
な
出
発
点

　

契
約
法
に
関
わ
る
差
別
禁
止
立
法
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
と
い
っ
て
よ
い
広
範
囲
に
お
け
る
人
種
差
別
撤
廃

を
求
め
る
、
主
に
一
九
九
〇
年
代
の
動
き
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
欧
州
議
会
の
調
査
委
員
会
に
よ
る
報
告（
₉
）書は
、
設
立
条
約
の
目
的
的
解
釈
や
関
連
規
定
の
効
果
的
活
用
、
さ
ら
に
は
法
改
正
や

新
た
な
立
法
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
。
一
般
的
差
別
禁
止
に
関
す
る
共
同
体
法
上
の
権
限
規
定
は
当
時
存
在
せ
ず
、
当
時
の
Ｅ
Ｃ
設
立
条

約
二
三
五
条
（
改
正
後
三
〇
八
条
、
現
行
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
三
五
二
条
一
項
、
法
の
欠
缺
に
お
け
る
行
動
指
針
に
関
す
る
規
定
）
も
、
理
事
会
の
全
会
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一
致
と
い
う
条
件
に
阻
ま
れ
て
十
分
な
活
用
が
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

議
会
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
背
後
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ロ
ビ
ー
活
動
が
あ
っ
）
10
（

た
。
こ
れ
に
大
き
く
寄
与
し
たThe Starting L

）
11
（

ine

に

よ
る
人
種
差
別
廃
絶
に
関
す
る
理
事
会
指
令
私
的
草
）
12
（
案
は
、
憲
法
以
外
の
差
別
禁
止
規
定
を
有
す
る
加
盟
国
と
有
し
な
い
加
盟
国
と
の
ば

ら
つ
き
解
消
の
必
要
性
を
主
張
し
、
こ
れ
を
移
動
の
自
由
と
い
う
共
同
体
の
経
済
的
目
的
の
一
つ
と
も
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
理
念
と
も

結
び
つ
け
た
の
で
あ
）
13
（

る
。

　

The Starting Line
は
、
指
令
が
目
的
を
迅
速
か
つ
強
力
に
こ
れ
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
各
国
の
事
情
に
応

じ
て
調
整
し
あ
る
い
は
逆
に
国
際
基
準
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
立
法
を
試
み
る
た
め
の
裁
量
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
国
内

法
化
の
要
請
に
伴
う
各
国
内
で
の
議
論
の
呼
び
水
と
な
る
こ
と
に
着
眼
し
）
14
（
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
契
約
法
に
関
わ
る

差
別
禁
止
が
指
令
の
形
を
と
る
こ
と
に
繫
が
っ
た
。

　

The Starting Line

に
よ
る
私
的
草
案
は
、「
人
種
、
肌
の
色
、
家
柄
、
国
籍
、
出
身
国
・
出
身
民
族
」
に
基
づ
く
、「
職
業
活
動
、
社

会
保
障
、
健
康
福
祉
の
利
益
、
教
育
、
職
業
案
内
・
職
業
訓
練
、
住
宅
、
財
・
設
備
・
役
務
の
提
供
、
社
会
的
・
文
化
的
・
宗
教
的
・
公

共
的
な
生
活
へ
の
参
加
」
に
お
け
る
直
接
差
別
・
間
接
差
別
を
禁
止
す
る
法
的
手
段
の
導
入
と
、
こ
れ
に
反
す
る
人
種
差
別
に
対
す
る
サ

ン
ク
シ
ョ
ン
を
求
め
た
。
契
約
を
射
程
に
含
む
人
種
差
別
禁
止
規
定
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
立
証
責
任
の
転
換
の
規
定
と
、

差
別
の
教
唆
が
不
法
行
為
を
構
成
す
る
旨
の
確
認
規
定
も
置
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
後
の
指
令
や
立
法
草
案
の
規
定
ぶ
り
の
原
型
を
看
て

取
れ
る
。

2　

Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
三
条

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
欧
州
議
会
は
立
て
続
け
に
決
議
を
行
）
15
（
い
、
欧
州
委
員
会
も
差
別
禁
止
立
法
の
重
要
性
を
宣
言
し
）
16
（
た
。
そ
の

後
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
（
一
九
九
七
年
、
一
九
九
九
年
発
効
）
に
お
い
て
、
当
時
の
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
三
条
（
現
行
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
九

条
）
が
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
）
17
（
た
。
本
条
文
が
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
の
は
人
種
差
別
に
限
ら
れ
な
い
。
本
条
文
に
よ
り
、
性
別
、
人
種
ま
た
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は
民
族
的
出
自
、
宗
教
ま
た
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
性
的
指
向
）
18
（
等
に
基
づ
く
差
別
に
対
処
す
る
た
め
の
具
体
的
権
限
が
理
事
会
に
与
え

ら
れ
た
。
一
二
条
や
一
四
一
条
が
作
成
さ
れ
た
当
時
の
共
同
体
が
経
済
的
事
情
・
単
一
域
内
市
場
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、

一
三
条
の
規
定
当
時
に
は
金
融
、
環
境
、
外
交
を
も
含
め
た
統
合
形
態
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
の
枠
組
み
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
Ｅ
Ｃ
設
立
条

約
一
三
条
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
共
通
の
価
値
の
実
現
ツ
ー
ル
と
し
て
の
意
義
も
有
し
て
い
た
と
言
え
よ
）
19
（
う
。
こ
の
こ
と
は
、
共
通
の
価

値
を
二
条
に
掲
げ
、
統
治
主
体
以
外
を
も
名
宛
人
と
す
る
差
別
禁
止
を
一
八
条
お
よ
び
一
九
条
に
置
く
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
に
よ
り
ま
す
ま
す

明
確
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
三
条
に
お
い
て
も
、
理
事
会
の
全
会
一
致
で
の
行
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
一
二
条
と
異
な
り
私
人
に
直
接
効
力
を

及
ぼ
さ
な
い
文
言
で
あ
る
こ
と
、
域
内
に
限
っ
て
の
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
自
体
で
は
意
義
が
薄
い
と
い
う
見
方
も
あ
っ
）
20
（
た
。
し

か
し
実
際
に
は
、
前
記
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
圧
力
は
継
続
し
、
次
項
に
見
る
よ
う
に
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
指
令
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

3　

指　

令

　

ま
ず
は
、
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
三
条
の
規
定
の
動
機
と
な
っ
た
人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
（2000/43/

）
21
（EC

）
と
、
雇
用
・
職
業
に
関
す
る

枠
組
み
指
令
（2000/78/

）
22
（EC

）
が
作
成
さ
れ
）
23
（
た
。
こ
の
人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
は
労
働
関
係
も
対
象
と
し
た
が
、
三
条
に
お
い
て
、
雇

用
お
よ
び
周
辺
領
域
で
あ
る
職
業
教
育
・
社
会
給
付
に
加
え
「
住
居
を
含
む
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
供

給
」
を
も
適
用
領
域
と
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
諸
指
令
に
繫
が
る
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
公
に
利
用
可
能
な
財
お
よ
び

役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
供
給
」
に
お
け
る
差
別
に
対
処
す
る
た
め
に
こ
そ
、
雇
用
関
係
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
契
約
を
射
程
に
収
め
る
法

規
定
が
新
た
に
必
要
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
、
人
格
権
侵
害
に
対
す
る
不
法
行
為
法
上
の
救
済
だ
け
で
な

く
、
差
別
が
な
け
れ
ば
実
現
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
財
・
役
務
提
供
契
約
上
の
地
位
の
回
復
と
い
う
救
済
が
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
（2004/113/

）
24
（EC

）
も
、
同
様
の
表
現
で
「
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
提
供
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
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供
給
」
に
関
す
る
性
別
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
し
）
25
（
た
。
さ
ら
に
現
在
も
、
設
立
条
約
一
三
条
に
基
づ
く
さ
ら
な
る
私
法
の
調
和
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
欧
州
委
員
会
は
、
宗
教
・
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
雇
用
以
外
の
領
域
に
お
け
る
差
別
に
関
し
て
指
令

を
準
備
し
て
い
）
26
（
る
。
そ
の
二
〇
〇
八
年
の
提
案
以
来
、
作
業
は
滞
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
三
条
に
依
拠

し
た
差
別
禁
止
立
法
は
、
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
を
拡
大
し
な
が
ら
、
契
約
の
場
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
欧
州
基
本
権
憲
章
（
二
〇
〇
〇
年
公
布
、
二
〇
〇
九
年
発
効
）
に
よ
り
、
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
の
拡
大
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
。
憲
章
二
一
条
は
、
性
別
、
人
種
、
肌
の
色
、
民
族
的
・
社
会
的
出
自
、
遺
伝
子
特
性
、
言
語
、
宗
教
・
信
条
、
政
治
的
そ
の
他
の

意
見
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
財
産
・
生
ま
れ
・
障
害
・
年
齢
・
性
的
指
向
に
よ
る
差
別
を
禁
止
す
る
。
同
憲
章
二
三
条

は
、
男
女
で
雇
用
・
職
業
・
教
育
に
関
す
る
処
遇
が
異
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。

4　

国
内
法
化

　

人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
や
性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
は
既
に
国
内
法
化
の
期
限
を
過
ぎ
て
お
り
、
置
換
さ
れ
た
国
内
法
も
運
用
さ

れ
て
い
）
27
（

る
。
各
国
内
法
は
多
様
な
問
題
状
況
と
議
論
を
踏
ま
え
内
容
を
異
に
す
る
た
め
、
そ
う
し
た
個
別
の
法
の
規
定
内
容
と
運
用
上
の

成
果
・
問
題
の
分
析
検
討
は
、
本
稿
の
意
図
す
る
研
究
に
大
き
く
資
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
次
稿
以
降
の
課
題
と
す
る
。

㈢　

契
約
法
に
お
け
る
価
値
の
拡
大
と
差
別
禁
止

　

前
述
の
事
実
の
面
か
ら
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
契
約
法
分
野
に
か
か
わ
る
差
別
禁
止
規
定
の
導
入
、
す
な
わ
ち
、
契
約
に
お
い
て
相
手
方

を
他
者
と
別
異
処
遇
す
る
自
由
の
縮
小
は
、
政
治
的
偶
然
に
よ
る
無
思
慮
な
結
果
と
も
言
え
る
。
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
要
求
の
根

本
的
説
明
が
Ｅ
Ｕ
自
身
に
よ
り
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
他
面
、
契
約
法
上
の
諸
原
理
の
新
た
な
位
置
付
け
に
関
す
る
議
論
が

展
開
さ
れ
る
中
、
契
約
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の
正
当
性
は
裏
付
け
可
能
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
私
法
と
り
わ
け
契
約
法
の
統
合
を
試
み
て
い
る
。
欧
州
私
法
の
統
一
に
関
す
る
欧
州
委
員
会
に
よ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
）
28
（
ン
の
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公
表
以
降
、
Ｅ
Ｕ
法
自
体
に
関
す
る
研
究
活
動
お
よ
び
Ｃ
Ｆ
Ｒ
（Com

m
on Fram

e of Reference

＝
「
共
通
参
照
枠
組
み
」）
の
策
定
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
）
29
（

る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
で
は
、
契
約
自
由
が
主
導
的
原
則
で
あ
り
そ
の
制
限
は
十
分
な
理
由
の
あ
る
と
き
に
の
み
許

容
さ
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
識
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
二
〇
〇
四
年
の
「
社
会
正
義
マ
ニ
フ
ェ
ス
）
30
（
ト
」
に
お
い
て
、
消
費

者
保
護
の
理
論
の
確
立
を
背
景
に
、
契
約
自
由
の
優
越
性
に
関
す
る
疑
問
が
表
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
契
約
自
由
あ
る
い
は
私
的
自
治

は
も
は
や
…
…
最
優
先
の
地
位
に
は
な
）
31
（

く
」、
契
約
法
は
単
な
る
市
場
構
築
の
手
段
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
市
場
秩
序
の
社
会
正
義
を
規
律

す
る
基
本
的
諸
ル
ー
ル
を
決
定
す
る
」
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
い
契
約
自
由
以
外
の
新
し
い
価

値
に
関
す
る
議
論
は
ま
さ
に
深
化
の
途
上
に
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
契
約
法
の
捉
え
方
は
転
換
し
、
正
義
の
名
に
お
け
る
パ
タ

ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
介
入
が
契
約
法
の
世
界
に
も
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
差
別
禁
止
を
弱
者
保
護
の
一
環
に
位
置
付
け

る
こ
と
や
、
平
等
処
遇
を
受
け
る
権
利
と
し
て
独
立
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
に
理
論
的
可
能
性
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
現
代
の
契
約
法
に
お
い
て
は
弱
者
保
護
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
差
別
を
受
け
る
者
も
消
費
者
、
中
小
事
業
者
、
労
働
者
、
賃

借
人
な
ど
と
同
じ
文
脈
で
、
契
約
法
上
何
ら
か
の
手
当
て
を
受
け
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
）
32
（

る
。
福
祉
の
観
点
か
ら
差
別
が
禁
止
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
的
格
差
が
存
在
す
る
限
り
、
今
日
の
指
令
に
よ
る
規
制
拡
大
は
正
当
化
さ
れ
）
33
（
る
。

　

第
二
に
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
）
34
（

Ｐ
は
、
差
別
禁
止
の
目
的
が
人
間
の
尊
厳
の
保
護
に
あ
る
と
し
、
契
約
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
る
差
別
を
行
わ
な
い
義

務
を
、
信
義
則
を
具
体
化
し
た
義
務
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
）
35
（
る
。
と
く
に
契
約
締
結
前
の
段
階
で
差
別
が
行
わ
れ
た
場
合
、
信
義
則
に
違

背
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
差
別
し
た
側
に
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
場
合
と
同
じ
状
況
を
創
出
す
る
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
考
え
方
で
は
、
信
義
則
は
従
前
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
り
も
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
も
の
と
な
ろ
う
。

　

第
三
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）
36
（
Ｒ
も
同
じ
く
差
別
禁
止
の
目
的
を
人
間
の
尊
厳
の
保
護
と
理
解
す
る
が
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
と
異
な
り
、
契
約
当
事
者
が
差

別
さ
れ
な
い
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
自
由
、
安
全
、
正
義
、
効
率
性
を
四
原
則
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
差
別
さ
れ

る
者
の
尊
厳
と
契
約
自
由
を
保
護
す
る
た
め
に
相
手
方
の
契
約
自
由
は
一
定
の
制
限
を
受
け
る
の
だ
と
説
明
し
て
い
）
37
（
る
。
さ
ら
に
、
差
別
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を
受
け
な
い
こ
と
自
体
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
権
利
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
社
会
へ
の
参
加
権
で
も
あ
る
と
す
る
こ
と
も
で
き
）
38
（
る
。

㈣　

消
極
論

　

前
記
の
よ
う
に
、
差
別
禁
止
は
契
約
法
の
新
た
な
要
素
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
現
に
差
別
禁
止
規
定
は
契
約
自
由
を
制
限
す
る
た
め
、

契
約
法
に
お
け
る
一
般
的
な
差
別
禁
止
規
定
の
必
要
性
に
つ
き
未
だ
に
根
本
的
な
疑
義
が
存
在
す
る
。
契
約
自
由
が
な
ぜ
制
限
さ
れ
る
の

か
に
つ
き
説
得
的
な
理
論
が
確
立
さ
れ
な
い
限
り
、
以
下
の
考
え
方
に
よ
る
限
定
的
な
差
別
禁
止
で
も
十
分
と
言
い
う
る
。

1　

人
格
の
保
護

　

そ
も
そ
も
、「
差
別
禁
止
」
と
い
う
構
成
自
体
に
対
す
る
疑
義
、
す
な
わ
ち
、
禁
止
の
対
象
が
「
差
別
」
自
体
で
は
な
く
そ
れ
に
伴
う

「
人
格
的
侵
害
」
に
絞
ら
れ
る
と
の
指
摘
も
存
在
す
）
39
（

る
。
本
来
的
に
あ
ら
ゆ
る
契
約
は
根
拠
を
さ
ま
ざ
ま
に
し
た
別
異
処
遇
で
あ
る
か
ら
、

禁
止
さ
れ
た
差
別
の
根
拠
と
の
結
合
が
軽
蔑
な
ど
の
よ
う
に
他
人
の
人
格
を
侵
害
す
る
場
合
の
み
を
規
律
す
れ
ば
よ
い
、
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
契
約
法
で
差
別
禁
止
を
規
定
す
る
と
し
て
も
、
契
約
の
場
面
で
不
法
行
為
法
上
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
る
行

為
が
あ
っ
た
場
合
の
確
認
的
規
律
で
足
り
る
。

2　

社
会
維
持

　

契
約
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
を
社
会
維
持
に
必
要
な
程
度
に
限
定
す
る
考
え
方
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ま
ず
、
差
別
禁
止
を
生
存
権

の
保
障
の
手
段
と
考
え
る
と
、
住
宅
、
保
険
、
必
需
品
に
関
す
る
契
約
に
お
い
て
平
等
処
遇
を
定
め
れ
ば
足
り
）
40
（
る
。
ま
た
、
競
争
法
に
お

け
る
市
場
寡
占
企
業
に
よ
る
不
平
等
処
遇
禁
止
と
同
質
の
も
の
と
考
え
れ
ば
、
社
会
維
持
に
必
要
な
分
だ
け
の
平
等
処
遇
の
み
が
正
当
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
広
範
・
悉
皆
的
な
平
等
処
遇
は
不
要
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
権
利
濫
用
的
で
不
当
な
責
任
追
及
の

氾
濫
に
対
す
る
危
惧
か
ら
し
て
む
し
ろ
否
定
さ
れ
う
る
。
そ
の
結
果
、
大
量
取
引
や
労
働
・
住
宅
市
場
の
分
野
な
ど
の
「
本
質
的
・
死
活

的
生
活
領
域
…
…
以
外
の
分
野
で
は
、
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
原
則
は
、
正
当
化
さ
れ
な
い
異
）
41
（

物
」
と
な
る
。
さ
ら
に
、
む
し
ろ
、
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公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
ほ
ど
、
提
供
者
側
の
差
別
す
る
自
由
が
よ
り
保
護
さ
れ
て
よ
い
と
の
見
解
も
あ
）
42
（
る
。
独
占
・
寡
占
状
態
に

な
い
当
事
者
に
ま
で
契
約
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
理
の
射
程
が
及
ぶ
こ
と
に
は
取
引
活
動
萎
縮
の
懸
念
が
あ
り
、
法
的
救
済
は
市
場
の
失

敗
を
補
う
目
的
で
の
み
正
当
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
で
き
）
43
（
る
。

3　

経
済
的
評
価

　

最
後
に
、
前
記
二
点
と
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
点
が
も
う
一
点
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
差
別
禁
止
規
定
の
経
済
的
評
価

で
あ
）
44
（
る
。「
公
に
開
か
れ
た
…
…
提
供
」
と
い
う
範
囲
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
取
引
活
動
が
萎
縮
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
無

用
な
衝
突
を
避
け
る
た
め
、
顧
客
と
し
た
く
な
い
相
手
の
人
格
権
を
侵
害
し
な
い
よ
う
、
は
じ
め
か
ら
「
会
員
制
店
舗
」（
前
記
・
結
社
の

自
由
参
照
）
と
し
て
営
業
す
る
者
が
増
え
、
却
っ
て
公
正
な
財
の
分
配
が
行
わ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
開
か
れ
た
市
場

か
ら
離
脱
す
る
者
が
増
え
市
場
が
縮
小
す
る
と
、
市
場
参
加
の
機
会
も
ま
た
減
少
す
る
と
い
う
悪
循
環
が
起
）
45
（

き
、
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ

て
一
貫
し
た
目
的
で
も
あ
る
健
全
な
域
内
市
場
の
創
出
に
も
適
わ
な
い
結
果
を
生
じ
さ
せ
う
る
。

㈤　

小　

括

　

政
治
的
圧
力
に
端
を
発
し
た
Ｅ
Ｕ
の
契
約
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
規
定
は
、
政
策
的
規
定
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
の
説
明
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
契
約
自
由
と
の
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
限
り
、
こ
う
し
た
規
定
は
消
極
論
に
堪
え
る
も
の
で
は
な
い
。
果
た
し
て
、

契
約
に
関
わ
る
平
等
処
遇
の
要
請
は
ど
の
よ
う
な
範
囲
と
内
容
で
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

思
う
に
、
ま
ず
契
約
自
由
と
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
の
上
で
一
般
的
な
規
定
が
必
要
と
さ
れ
て

も
さ
ら
に
残
る
立
法
コ
ス
ト
面
の
制
約
を
検
討
す
る
こ
と
の
二
つ
を
併
せ
て
は
じ
め
て
、
契
約
法
に
お
い
て
差
別
禁
止
の
あ
り
よ
う
が
決

定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
に
採
り
上
げ
る
実
際
の
諸
規
定
の
内
容
の
多
様
性
や
、
そ
れ
が
抱
え
る
問
題
を
み
て
い
く
こ
と
で
明
ら

か
と
な
る
。
さ
し
あ
た
り
以
下
に
、
指
令
と
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
の
規
定
を
概
観
す
る
。
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三　

こ
れ
ま
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
諸
規
定

㈠　

契
約
に
関
わ
る
Ｅ
Ｕ
法
レ
ベ
ル
の
差
別
禁
止

　

前
記
二
㈡
に
述
べ
た
諸
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
の
立
法
の
方
向
性
と
大
枠
を
形
作
っ
た
。

　

指
令
は
ま
ず
平
等
処
遇
の
原
則
を
置
く
（
例
：
性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
（
以
下
、
性
別
）
四
条
一
項
、
人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
（
以
下
、

「
人
種
民
族
」）
二
条
一
項
）。

　

次
に
、
差
別
の
定
義
を
置
き
、
そ
れ
に
直
接
・
間
接
の
差
別
的
処
遇
お
よ
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
め
る
（
例
：
性
別
二
条
・
四
条
三
項
、

人
種
民
族
二
条
二
項
・
三
項
）。
直
接
的
差
別
と
は
、
あ
る
者
が
忌
避
さ
れ
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
根
拠
と
し
て
、
あ
る
比
較
可
能
な
状
況
に

お
い
て
他
者
が
受
け
て
い
る
、
受
け
た
、
あ
る
い
は
受
け
る
で
あ
ろ
う
よ
り
も
不
利
な
処
遇
を
受
け
る
場
合
を
言
う
。
間
接
的
差
別
と
は
、

一
見
中
立
的
だ
が
差
別
的
な
効
果
を
有
す
る
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
状
態
を
指
す
。
直
接
的
差
別
の
禁
止
の
潜
脱
防
止
の
た
め
、
間
接

的
差
別
を
含
め
た
一
律
的
な
禁
止
が
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
後
述
の
正
当
化
判
断
に
お
い
て
は
、「
差
別
の
正
当
化
」
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
「
差
別
的
効
果
の
あ
る
諸
基
準
の
正
当
化
」
が
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
）
46
（

る
。
こ
う
し
た
定
義
は1997/80/EC

以
降
多
数
の

指
令
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
い
）
47
（

る
。

　

性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
の
三
条
一
項
は
「
…
…
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
を
提
供
す
る
あ
ら
ゆ
る
者
で
あ
っ
て
、
私
的
な
・

家
族
生
活
の
領
域
お
よ
び
そ
の
文
脈
で
起
こ
る
取
引
を
除
く
も
の
」
を
対
象
と
す
）
48
（

る
。
妊
娠
に
基
づ
く
差
別
も
禁
止
さ
れ
）
49
（

る
。

　

第
三
者
に
よ
る
差
別
の
教
唆
の
禁
止
も
条
文
化
さ
れ
て
い
る
が
、
不
法
行
為
規
定
を
便
宜
上
併
せ
て
規
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

（
例
：
性
別
四
条
四
項
、
人
種
民
族
二
条
四
項
）。
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ま
た
、
差
別
禁
止
の
例
外
と
し
て
正
当
化
の
要
件
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（
例
：
性
別
四
条
五
項
・
六
条
、
人
種
民
族
四
条
・
五

条
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
で
は
職
業
上
の
要
請
及
び
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
除
い
て
差
別
的
処
遇

の
正
当
化
の
余
地
を
全
く
残
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
性
別
平
等
処
遇
指
令
は
一
般
に
適
正
目
的
お
よ
び
相
当
必
要
性
あ
る
手
段
に
よ
る

正
当
化
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
な
ど
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

救
済
に
関
し
て
人
種
民
族
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
一
五
条
は
、
損
害
賠
償
を
含
む
全
て
の
制
裁
が
効
果
的
・
比
例
的
・
諫
止
的
で
あ
る

こ
と
を
要
求
し
、
金
銭
賠
償
以
外
の
救
済
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
呈
示
す
る
。
他
方
で
性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
八
条
二
項
は
、

諫
止
的
で
損
害
に
対
し
比
例
的
な
方
法
に
よ
る
効
果
的
な
損
害
賠
償
を
要
求
す
る
に
と
ど
ま
る
。

　

さ
ら
に
、
立
証
責
任
の
転
換
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
（
例
：
性
別
九
条
、
人
種
民
族
八
条
）。
差
別
の
存
在
を
推
測
さ

せ
る
事
実
が
挙
げ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
差
別
を
し
た
と
さ
れ
た
側
の
当
事
者
が
そ
れ
を
否
定
す
る
証
明
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。

　

最
後
に
、
こ
う
し
た
法
律
関
係
に
直
接
的
に
関
わ
る
諸
規
定
の
後
に
は
、
組
織
の
設
置
、
ア
ク
セ
ス
等
に
つ
い
て
の
諸
規
定
が
続
く
。

こ
う
し
た
規
定
が
指
令
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
差
別
の
現
在
的
な
禁
止
だ
け
で
な
く
将
来
的
な
除
去
を
も
目
的
と
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
の
実
行
の
た
め
に
特
別
な
紛
争
処
理
機
関
や
紛
争
処
理
制
度
が
契
約
法
上
必
要
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

指
令
に
含
ま
れ
る
差
別
除
去
の
た
め
の
諸
規
定
（
組
織
、
ア
ク
セ
ス
等
）
は
政
策
目
的
の
規
定
で
あ
り
、
指
令
の
国
内
法
化
さ
れ
た
法
律

に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
も
契
約
法
の
一
般
的
な
規
定
の
部
分
に
取
り
込
ま
れ
た
場
合
で
は
な
）
50
（
い
。

㈡　

Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
に
お
け
る
差
別
禁
止

　

他
方
で
、
二
㈢
に
述
べ
た
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
草
案
に
お
い
て
も
、
規
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

1　

Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ

　

３
：
１
０
１
は
、「
差
別
が
人
々
の
間
の
法
的
関
係
か
ら
一
掃
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
観
念
を
公
式
化
し
て
表
明
す
る
一
般
原
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則
と
し
て
起
草
さ
れ
た
。
目
下
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
は
人
種
、
出
身
民
族
、
性
別
と
い
う
三
つ
の
限
定
列
挙
で
あ
る
）
51
（
が
、
条
文
の
改

正
を
見
込
ん
だ
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
根
拠
に
よ
る
差
別
に
つ
い
て
も
、
不
法
行
為
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
除
外
さ
れ
な

い
。
も
っ
と
も
後
述
す
る
が
、
３
：
２
０
１
お
よ
び
３
：
２
０
２
で
実
際
の
救
済
が
設
定
さ
れ
て
い
る
範
囲
は
、
や
は
り
指
令
の
傾
向
と

同
様
に
、
公
に
開
か
れ
た
財
・
役
務
の
提
供
に
限
ら
れ
）
52
（
る
。

　

３
：
１
０
２
は
「
差
別
」
の
定
義
規
定
で
あ
る
。
間
接
的
差
別
が
多
く
の
場
合
直
接
的
差
別
の
潜
脱
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
、

直
接
的
差
別
・
間
接
的
差
別
の
一
律
禁
止
が
な
さ
れ
て
い
る
。
二
項
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
）
53
（
ト
を
締
結
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
履
行
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
差
別
の
一
態
様
と
し
て
規
定
す
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
差
別
を
受
け
る
者
は
差
別
を
受
け
て
い
な
い
他
者
と
契
約
内
容

上
は
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
困
難
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
な
し
に
取
引
で
き
な
い
と
い
う
点
で
実
際
上
差
別
的
処

遇
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
）
54
（

る
。
差
別
教
唆
を
差
別
と
み
な
す
旨
規
定
す
る
三
項
は
純
粋
な
不
法
行
為
規
定
で
あ
る
が
、
差
別
禁

止
シ
ス
テ
ム
全
体
を
こ
の
章
で
俯
瞰
す
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

３
：
１
０
３
は
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
例
外
を
述
べ
る
規
定
で
あ
る
。
人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
の
よ
う
に
ご
く
限
ら
れ
た
正
当
化
し
か

予
定
さ
れ
な
い
方
法
を
絶
対
的
禁
止
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
は
性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
の
よ
う
な
相
対
的
禁
止
型
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
相
対
的
禁
止
に
お
け
る
潜
脱
行
為
防
止
の
た
め
に
、
裁
判
所
が
正
当
化
の
判
断
を
厳
密
に
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｃ
Ｑ
Ｐ
に
お
い
て
、
正
当
化
規
定
は
別
異
処
遇
の
評
価
に
柔
軟
性
を
も
た
ら
し
「
契
約
の
自
由
の
合
理
的
な
利
用
を
可
能
に
す
る
」
も
の

と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
条
に
い
う
目
的
の
正
当
性
と
は
、
当
該
目
的
が
社
会
に
お
い
て
保
護
さ
れ
て
お
り
、
諦
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い

価
値
で
あ
っ
て
か
つ
差
別
禁
止
諸
法
の
主
要
な
目
的
を
侵
害
し
な
い
価
値
で
あ
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
、
品
行
方
正
さ
、
宗
教
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
例
外
的
に
は
保
険
契
約
な
ど
の
場
合
の
経
済
的
諸
要
因
」
な
ど
で
あ

る
。「
差
別
禁
止
諸
法
の
主
要
な
目
的
を
侵
害
し
な
い
」
程
度
に
つ
い
て
は
、
比
例
原
則
（
適
合
性
、
必
要
性
、
比
例
性
）
に
照
ら
し
て
判

断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
）
55
（
る
。
ま
た
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（reverse discrim

ination / affirm
ative action

）
を
許
容
す
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る
余
地
を
与
え
る
規
定
で
も
あ
る
。

　

３
：
２
０
１
は
差
別
禁
止
特
殊
の
救
済
の
根
拠
規
定
で
あ
り
、
続
く
３
：
２
０
２
は
救
済
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。
諫
止
的

効
果
は
主
に
、
差
別
さ
れ
た
側
に
生
じ
た
非
金
銭
的
損
害
の
賠
償
責
任
に
よ
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
が
差
別
の
一

般
予
防
を
促
進
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
が
損
害
賠
償
に
限
ら
な
い
オ
ー
プ
ン
な
救
済
リ
ス
ト
（O

pen 

catalogue of rem
edies

）
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
損
害
賠
償
以
外
に
も
契
約
修
正
請
求
権
、
解
除
権
、
契
約

締
結
請
求
権
に
も
道
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
締
結
請
求
権
を
認
め
る
に
際
し
て
は
「
最
上
の
注
意
」
を
必
要
と
す

る
。
具
体
的
に
認
め
ら
れ
る
救
済
に
つ
い
て
は
判
例
に
委
ね
ら
れ
る
た
め
、
裁
判
官
の
力
が
過
大
と
な
り
法
的
安
定
性
に
危
険
が
及
ぶ
可

能
性
に
配
慮
し
、「
恣
意
的
に
適
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
さ
れ
え
な
い
…
…
賠
償
が
第
一
義
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
比
例
性
の
要

求
が
あ
る
た
め
、
十
分
な
安
全
性
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
）
56
（

る
。

　

証
明
責
任
を
転
換
す
る
３
：
２
０
３
は
指
令
以
来
の
制
度
で
あ
る
が
、「
差
別
し
た
と
訴
え
ら
れ
た
者
の
意
思
そ
の
他
の
思
想
に
対
す

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
許
す
制
度
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
起
草
者
た
ち
も
問
題
性
を
認
め
て
い
）
57
（

る
。

2　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
は
じ
め
か
ら
「
公
に
開
か
れ
た
財
、
そ
の
他
の
資
産
や
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
そ
の
他
の
法
律
行
為
」
や
そ
れ
に
関
連
す
る
義
務
の
「
不
履
行
に
対
す
る
救
済
の
追
求
及
び
保
全
」「
義
務
を

終
了
さ
せ
る
権
利
の
行
使
」
に
限
定
し
た
形
で
、
平
等
処
遇
を
受
け
る
権
利
に
関
す
る
原
則
を
置
く
（
Ⅱ
―
２
：
１
０
１
、
Ⅲ
―
１
：
１
０

５
）。
こ
の
限
定
的
な
、
原
則
と
言
え
る
か
確
か
で
な
い
原
則
は
、
救
済
と
直
結
し
て
い
る
（
Ⅱ
―
２
：
１
０
４
）。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
Ａ
Ｃ
Ｑ

Ｐ
と
比
較
す
る
と
理
念
の
面
で
慎
重
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
は
、
性
別
、
出
身
民
族
、
出
身
人
種
に
限
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
附
則
に
あ
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
と
同
様

将
来
的
な
増
設
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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次
に
、
差
別
の
定
義
規
定
が
置
か
れ
る
（
Ⅱ
―
２
：
１
０
２
）。
一
項
は
直
接
的
・
間
接
的
差
別
の
定
義
で
あ
り
、
二
項
は
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
も
差
別
に
含
め
る
と
す
る
。
三
項
は
教
唆
も
差
別
と
す
る
不
法
行
為
規
定
で
あ
る
。
直
接
的
差
別
と
間
接
的
差
別
の
区
別
が
維
持
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
便
宜
上
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
差
別
の
教
唆
も
併
せ
て
定
義
し
た
と
い
う
点
で
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
の
延
長
と
言
え
る
。

　

先
の
限
定
的
な
原
則
に
対
す
る
例
外
は
、
不
平
等
処
遇
が
そ
の
適
法
な
「
目
的
を
達
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
手
段
が
適
切
で
必
要
で
あ

る
場
合
」
に
認
め
ら
れ
る
。（
Ⅱ
―
２
：
１
０
３
）。
本
条
に
つ
い
て
は
、
適
法
な
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
の
適
切
性
・
必
要
性
と
い
う

狭
義
の
・
本
来
の
意
味
で
の
正
当
化
要
件
が
示
さ
れ
る
の
に
加
え
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（positive discrim

ination

）

に
対
す
る
一
定
の
考
慮
が
働
き
う
る
こ
と
も
解
釈
・
運
用
上
想
定
さ
れ
て
い
）
58
（

る
。

　

救
済
（
Ⅱ
―
２
：
１
０
４
）
に
関
し
て
は
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
同
様
、
不
法
行
為
責
任
の
追
及
を
害
さ
ず
債
務
不
履
行
に
対
す
る
救
済
が
利
用
可

能
で
あ
る
旨
、
救
済
が
比
例
的
・
諫
止
的
で
あ
る
べ
き
旨
が
規
定
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
版
に
お
い
て
は
、
Ⅲ
―
１
：
１
０

５
の
債
務
不
履
行
に
対
す
る
救
済
規
定
に
明
記
さ
れ
る
①
（
実
際
に
契
約
締
結
さ
れ
て
い
た
場
合
の
）
履
行
の
強
制
、
②
履
行
の
停
止
、
③

解
除
、
④
代
金
減
額
、
⑤
損
害
賠
償
と
い
う
閉
じ
た
（closed

）
救
済
と
解
釈
さ
れ
る
文
言
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
履
行
の
強

制
（
①
）
の
中
に
締
結
強
制
を
織
り
込
む
解
釈
の
成
立
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
）
59
（
り
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
完
全
版
で
は
こ
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、

後
者
の
解
釈
を
Ⅲ
―
３
：
３
０
２
と
の
関
連
お
よ
び
コ
メ
ン
ト
で
認
め
る
に
至
っ
）
60
（

た
。
締
結
強
制
を
行
う
に
は
や
は
り
「
最
上
の
注
意
」

を
要
す
る
が
、
同
種
の
契
約
で
同
様
の
差
別
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
場
）
61
（
合
や
当
該
契
約
が
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
差
別
を
受
け
た
者
に
と
っ

て
非
常
な
困
難
が
生
じ
る
場
）
62
（

合
に
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
あ
く
ま
で
も
、
損
害
賠
償
が
第
一
義
的
救
済
で
あ
）
63
（

る
。
こ
の
点
、
損
害
賠
償
請
求
権
者
の
範
囲
に
は
問
題
が
残
る
。
差
別
さ
れ

た
者
の
属
性
を
帯
び
た
集
団
の
全
員
に
損
害
賠
償
請
求
権
の
可
能
性
を
見
出
す
の
は
無
論
行
き
過
ぎ
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
救
済
が

「
効
果
的
・
比
例
的
・
諫
止
的
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
契
約
の
相
手
方
以
外
に
少
な
く
と
も
潜
在
的
な
契
約
相
手
方
ま
で

が
請
求
権
者
で
あ
り
う
る
と
す
る
。
例
え
ば
、
Ａ
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
に
招
待
さ
れ
た
Ｂ
が
ウ
ェ
イ
タ
ー
Ｃ
に
民
族
を
理
由
と
し
た
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差
別
を
単
独
で
受
け
た
場
合
、
契
約
関
係
に
あ
る
Ａ
は
も
ち
ろ
ん
、
契
約
関
係
に
な
い
Ｂ
に
も
損
害
賠
償
請
求
が
可
能
と
な
る
と
い
う
例

が
設
定
さ
れ
て
い
）
64
（

る
。

　

最
後
に
立
証
責
任
の
転
換
（
Ⅱ
―
２
：
１
０
５
）
が
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
と
同
様
に
規
定
さ
れ
る
。

㈢　

小　

括

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
定
着
し
て
き
た
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
規
定
を
全
体
と
し
て
み
る
と
、
規
定
方
法
・
内
容
に
お
け
る
一
定
の
枠

が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
①
一
般
的
な
直
接
的
・
間
接
的
差
別
禁
止
原
則
、
②
挙
げ
ら
れ
る
一
定
の
根
拠

に
基
づ
く
差
別
に
対
す
る
救
済
、
③
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
の
提
供
に
関
す
る
契
約
と
い
う
適
用
範
囲
、
④
債
務
不
履
行
に
対
す

る
救
済
、
⑤
①
の
例
外
と
し
て
の
適
切
性
・
必
要
性
に
よ
る
正
当
化
、
⑥
立
証
責
任
の
転
換
、
と
い
う
大
枠
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
は
指

令
や
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
を
通
じ
伝
統
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
細
か
く
み
て
い
け
ば
規
定
・
解
釈
が
定
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
よ
り
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
お
よ
び
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
も
っ
て
も
、
契
約

自
由
と
平
等
処
遇
・
差
別
禁
止
の
関
係
は
理
論
上
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
規
定
の
是
非
・
範
囲
・
救
済
の
あ
り
方
に
関
す
る
態
度
決
定
は

未
だ
で
き
な
い
。
こ
こ
ま
で
で
浮
か
び
上
が
っ
た
諸
問
題
を
以
下
に
検
討
し
、
今
後
の
議
論
の
手
が
か
り
と
す
る
。

四　

問
題
と
検
討

㈠　

契
約
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の
規
定
是
非
と
適
用
範
囲

　

差
別
の
一
律
的
な
禁
止
を
冒
頭
に
置
く
構
成
は
、
範
囲
面
で
も
根
拠
面
で
も
大
量
に
例
外
の
設
定
を
必
要
と
す
る
点
で
問
題
と
の
指
摘
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が
あ
）
65
（
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
の
う
ち
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
は
信
義
則
の
具
体
化
と
し
て
平
等
処
遇
原
則
を
冒
頭
に
掲
げ
、
指
令
の
よ
う
に
原
則
と
具
体

的
救
済
を
切
り
離
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
平
等
処
遇
の
要
請
は
「
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
の
提

供
」
と
い
う
実
効
的
な
コ
ア
の
部
分
に
は
じ
め
か
ら
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
運
用
面
で
簡
明
に
資
す
る
も
の
と
評
価
で

き
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、「
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
の
提
供
」
よ
り
も
適
用
領
域
が
拡
張
さ
れ
る
予
定
が
な
い
こ
と
を
よ
く
示
し

て
い
る
。「
公
に
開
か
れ
た
」
提
供
に
適
用
領
域
が
限
ら
れ
る
か
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
ま
ず
、
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
と
、
諸
基
本

権
お
よ
び
基
本
的
諸
自
由
（
性
別
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
一
六
）、
民
族
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
四
）
参
照
）、
結
社
の
自
由
（
民
族
平

等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
四
）
参
照
）、
私
的
領
域
お
よ
び
家
族
生
活
の
保
護
（
性
別
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
一
六
）、
民
族
平
等
処
遇
指
令

（
検
討
理
由
四
）
参
照
）
と
い
っ
た
「
対
立
」
あ
る
い
は
「
抵
触
」
す
る
と
思
わ
れ
る
自
）
66
（

由
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

第
一
に
、
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の
要
請
と
契
約
自
由
の
関
係
が
、
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
規
定
の
適
用
領
域
画
定
の
大
き
な
要
素
で

あ
）
67
（

る
。
契
約
自
由
に
差
別
す
る
自
由
が
内
在
的
に
含
ま
れ
）
68
（

る
の
か
、
一
定
の
根
拠
に
基
づ
く
差
別
を
し
な
い
義
務
・
差
別
を
受
け
な
い
権

利
が
あ
る
の
か
。
平
等
処
遇
さ
れ
た
状
態
の
回
復
を
契
約
法
上
規
定
す
る
に
は
、
後
者
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
結
社
の
自
由
に
つ
い
て
は
ま
た
別
個
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
の
提
供
」
に
当

た
ら
な
い
純
粋
な
個
人
的
結
合
の
自
由
が
徹
底
さ
れ
る
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
大
き
な
結
社
の
内
部
で
の
取
）
69
（
引
や
結
社
に
お
け

る
事
務
的
な
雇
用
関
）
70
（

係
ま
で
も
が
結
社
の
自
由
を
理
由
と
し
て
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
の
適
用
除
外
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
三
に
、
家
族
生
活
の
保
護
も
差
別
禁
止
の
領
域
を
画
定
す
る
重
要
な
要
素
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
や
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
そ
の
性
質
上
家

族
法
上
の
関
係
を
適
用
対
象
と
は
し
て
い
な
い
の
で
具
体
的
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
婚
姻
契
約
締
結
時
の
差
別
に
お
け
る

損
害
賠
償
と
し
て
婚
姻
が
な
さ
れ
た
場
合
と
同
様
の
状
態
の
回
復
を
想
定
す
る
と
、
こ
れ
が
大
問
題
で
あ
る
こ
と
が
直
感
的
に
は
わ
か
ろ

う
。
家
族
生
活
の
領
域
や
小
規
模
な
営
業
形
態
を
私
的
領
域
の
概
念
に
含
め
て
と
り
あ
え
ず
立
法
化
し
た
も
の
も
あ
り
、
以
後
の
動
向
も
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注
目
さ
れ
）
71
（
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
た
に
準
備
さ
れ
て
い
る
指
令
（European Com

m
ission, CO

M

（2008

）426

）
に
お
い
て
は
、
個
人
に
対
す
る
差
別
禁
止

は
「
公
に
開
か
れ
た
提
供
」
よ
り
も
狭
い
適
用
領
域
で
あ
る
「
専
門
職
業
的
あ
る
い
は
商
業
的
活
動
」
の
み
に
妥
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

こ
れ
が
以
前
の
指
令
に
お
け
る
適
用
領
域
の
見
直
し
を
も
含
意
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
指
令
案
が
対
象
と
す
る
差
別
根
拠
特
有
の
考
慮
が

働
い
た
も
の
な
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
家
族
生
活
な
ど
が
適
用
対
象
外
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
身
分
」
に
関
わ
る

こ
と
が
理
由
な
の
か
、
継
続
的
で
密
接
な
関
係
で
あ
る
こ
と
が
理
由
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
含
め
、「
公
に
開
か
れ
た
提
供
」
と
い
う

適
用
範
囲
の
妥
当
性
を
、
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
と
自
由
と
の
関
係
の
観
点
か
ら
明
確
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
平
等
処
遇
が
な
ぜ
要
請
さ
れ
る
の
か
に
関
し
て
は
様
々
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
が
、
規
定
消
極
論
に
応
え
う
る
か
検
証
が
必

要
で
あ
る
。
と
く
に
契
約
自
由
に
対
す
る
平
等
処
遇
の
要
請
の
介
入
は
、
人
格
保
護
や
社
会
維
持
に
必
要
な
範
囲
に
と
ど
め
る
べ
き
と
の

考
え
方
が
あ
る
。
加
え
て
、
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の
要
請
が
契
約
法
に
お
け
る
立
法
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
経
済
的
な
観
点
か
ら
是
認

で
き
る
か
検
討
す
る
余
地
も
あ
る
。
検
証
の
た
め
に
は
ま
さ
に
、
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
と
契
約
自
由
を
筆
頭
に
前
記
の
諸
自
由
と
の
関

係
性
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

㈡　

適
用
対
象
者

　

確
か
に
Ｅ
Ｕ
の
立
法
に
お
い
て
、
規
定
の
名
宛
人
が
公
に
開
か
れ
た
提
供
に
お
け
る
財
・
役
務
の
提
供
者
で
あ
る
と
い
う
点
は
一
致
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
や
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
も
財
・
役
務
の
提
供
者
に
対
す
る
差
別
が
意
図
的
に
適
用
対
象
か
ら
外
さ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
積
極
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
妥
当
性
は
今
後
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
差
別
禁
止
規
定
が
福
祉

に
根
拠
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
平
等
処
遇
の
義
務
ま
た
は
権
利
に
根
拠
付
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
提
供
者
を
保
護
の
対
象
か

ら
外
す
こ
と
が
妥
当
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
点
を
考
え
る
に
も
、
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
が
な
ぜ
要
請
さ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
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と
が
必
要
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
差
別
す
る
側
の
当
事
者
に
は
一
定
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
義
務
が
課
さ
れ
る
も
の
と
し
、
誰
が
契
約
法
上

差
別
に
対
す
る
救
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
、
指
令
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
に
一
つ
の
回
答
を
与
え
る
。
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ

の
コ
メ
ン
ト
は
、
差
別
さ
れ
契
約
を
拒
絶
さ
れ
る
の
を
知
り
つ
つ
も
契
約
締
結
を
試
み
な
け
れ
ば
救
済
さ
れ
な
い
と
考
え
る
の
は
狭
す
ぎ
、

か
と
い
っ
て
差
別
さ
れ
う
る
全
て
の
者
を
救
済
対
象
と
す
る
の
は
広
す
ぎ
る
と
述
べ
）
72
（

る
。
救
済
を
受
け
る
た
め
に
は
「
あ
る
程
度
の
近
接

性
」
が
必
要
と
言
う
が
、
こ
れ
も
曖
昧
な
基
準
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
契
約
に
お
け
る
第
三
者
に
関
す
る
研

究
に
お
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

㈢　

禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠

　

指
令
と
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
の
い
ず
れ
も
人
種
・
出
身
民
族
・
性
別
を
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
の
コ
ア
と
し
て
お
り
、
ま
た
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
に

お
け
る
根
拠
増
設
の
想
定
、
そ
し
て
指
令
や
国
内
法
化
さ
れ
た
現
実
の
立
）
73
（

法
に
お
け
る
根
拠
の
拡
大
傾
向
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
新
た
な
指
令
の
青
写
真
（European Com

m
ission, CO

M

（2008

）426

）
が
提
示
さ
れ
た
後
に
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
完
全
版
が
発
行

さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
根
拠
の
拡
大
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
の
み
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
記
述
に
ほ
と
ん

ど
変
化
は
な
い
。
例
示
列
挙
型
、
あ
る
い
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
よ
う
な
拡
張
を
想
定
し
た
列
挙
型
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
差
別
の
根
拠
が
類

推
適
用
あ
る
い
は
世
情
に
流
さ
れ
た
改
正
に
よ
っ
て
容
易
に
変
化
・
拡
大
さ
れ
る
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
）
74
（
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
指
令
自
体
に
対
し
て
も
疑
義
が
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
宗
教
・
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
性
的
指
向
に
つ
い
て
の
労
働
以
外

の
領
域
に
関
す
る
指
令
の
準
備
作
業
が
難
航
す
る
一
方
で
、
障
害
に
関
し
て
の
み
で
あ
れ
ば
指
令
が
作
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
）
75
（
る
が
、
禁
止

さ
れ
る
差
別
の
根
拠
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
分
析
も
含
め
、
根

拠
の
制
限
・
拡
大
に
つ
き
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ま
さ
に
、
契
約
法
に
お
い
て
何
に
基
づ
く
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
が
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必
須
で
あ
る
の
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

拡
大
が
是
と
さ
れ
る
に
せ
よ
、
実
際
上
人
種
に
基
づ
く
差
別
よ
り
も
性
別
に
基
づ
く
別
異
処
遇
の
方
が
相
当
性
と
必
要
性
の
観
点
か
ら

正
当
化
の
余
地
が
広
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
年
齢
な
ど
は
社
会
的
な
蔑
視
の
対
象
で
な
い
こ
と
か
ら
、
正
当
化
の
問
題
と
関
連
さ
せ
た
根
拠

ご
と
の
細
分
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
76
（
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
人
種
・
出
身
民
族
な
ど
ほ
と
ん
ど
正
当
化
の
余
地
が
な

い
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
、
年
齢
な
ど
正
当
化
の
余
地
が
広
い
根
拠
を
同
列
に
語
る
か
否
か
が
、
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の

意
味
合
い
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
法
の
適
用
対
象
者
と
し
て
の
最
低
限
の
前
提
た
る
平
等
を
保
障

す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
を
越
え
て
現
代
の
契
約
当
事
者
た
ち
に
契
約
自
由
を
よ
り
制
限
す
る
一
定
の
美
徳
や
善
を
要
求
す
る
も
の
な

の
）
77
（
か
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

㈣　
「
締
結
請
求
権
」
に
見
る
理
論
上
の
問
題
と
そ
の
検
討

　

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
契
約
法
に
お
い
て
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
が
な
ぜ
、
い
か
な
る
根
拠
に
関
し
て
、
ど
の
程
度
要
請
さ

れ
る
か
が
理
解
さ
れ
な
い
限
り
、
規
定
の
あ
り
方
も
定
ま
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
契
約
に
お
け
る
差
別
に
対
す
る
救
済
規
定
に
関
し
て

も
同
様
に
当
て
は
ま
る
。

　

救
済
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
画
定
に
お
い
て
は
、
賠
償
額
・
賠
償
範
囲
の
問
題
と
、
賠
償
手
段
の
問
題
の
二
つ
が
指
摘
で
き
る
。
範

囲
の
画
定
に
あ
た
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
懲
罰
的
賠
償
が
許
さ
れ
る
か
否
か
が
、
諫
止
性
の
問
題
と
繫
が
っ
て
生
じ
る
。
手
段
に
つ
い
て
は
、

人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
や
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
・
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
よ
う
に
損
害
賠
償
以
外
の
可
能
性
も
含
め
て
検
討
さ
れ
て
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
、

性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
の
よ
う
に
金
銭
賠
償
の
枠
内
で
の
検
討
が
妥
当
な
の
か
、
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
た
め
、
慎
重
な
考
慮
が
必

要
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
の
救
済
方
法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
「
履
行
の
強
制
」
に
包
含
さ
れ
る
締
結
強
制
の
可
能
性
の
措
定
は
、
矛
盾
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を
は
ら
ん
で
い
る
。
履
行
の
強
制
は
通
常
、
締
結
さ
れ
た
契
約
に
お
け
る
義
務
履
行
の
強
制
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
立

法
案
の
コ
メ
ン
ト
が
締
結
強
制
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
際
に
は
、
明
ら
か
に
、
当
時
者
間
で
実
際
に
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

前
提
と
す
る
。
ど
の
よ
う
な
理
論
立
て
で
議
論
を
進
め
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

締
結
行
為
こ
そ
行
わ
な
か
っ
た
が
、
契
約
を
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
と
し
て
、
は
じ
め
て
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
や
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
い
う
締
結
強

制
の
帰
結
が
導
か
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
当
事
者
双
方
の
意
思
表
示
に
よ
ら
ず
し
て
契
約
関
係
が
生
じ
る
と
い
う
、
契
約
自
由
が
大
原
則

と
い
う
考
え
方
と
は
お
よ
そ
相
容
れ
な
い
非
常
に
大
胆
な
考
え
方
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方

は
、
契
約
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
規
定
が
単
に
不
法
行
為
の
延
長
に
あ
る
人
格
権
侵
害
に
対
す
る
救
済
の
た
め
に
あ
る
と
の
仮
定
か
ら
は

導
き
難
い
よ
う
に
映
る
。

　

履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
根
拠
、
と
り
わ
け
可
能
と
さ
れ
る
「
締
約
強
制
」
の
根
拠
が
判
然
と
し
な
い
と
い
う
点
で
、
欧
州
の
公

的
・
私
的
な
立
法
作
業
は
救
済
に
関
す
る
理
論
的
姿
勢
の
か
な
り
不
明
確
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
き
無
自
覚
な
ま
ま
現
実
の
立
法
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
拡
大
損
害
避
止
義
務
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
Ⅲ
―
３
：
７
０
１
を
参
照
）
と
併
せ
て
考

え
る
と
、
差
別
さ
れ
な
け
れ
ば
存
し
た
で
あ
ろ
う
契
約
状
態
の
回
復
が
差
別
を
行
っ
た
当
事
者
の
手
に
全
面
的
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
場

合
と
い
う
の
は
、
さ
ほ
ど
多
く
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
問
題
と
は
別
に
、
こ
の
よ
う
な
救
済
の
要
求
が
理
論
的
に
裏
付
け

ら
れ
れ
ば
、
契
約
自
由
の
範
囲
を
捉
え
な
お
さ
せ
る
新
た
な
原
則
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
民
法
の
世
界
に
と
っ
て
一
大
変
革
を
意
味
す

る
。
今
後
の
指
令
や
立
法
案
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
が
正
面
か
ら
扱
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
）
78
（

う
。

　

さ
ら
に
、
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
規
定
の
濫
用
的
な
利
用
が
問
題
と
な
り
う
る
が
、
一
般
条
項
の
問
題
と
し
て
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、

救
済
に
関
す
る
規
定
と
併
せ
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
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㈤　

立
証
責
任
の
転
換

　

立
証
責
任
の
転
換
は
指
令
以
来
の
伝
統
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
被
害
者
の
保
護
を
促
進
し
容
易
に
す
る
た
め

で
あ
り
、
本
来
的
な
効
果
と
は
言
い
難
い
。
い
ま
や
ほ
と
ん
ど
の
立
法
（
案
）
に
規
定
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
よ
う
に
釈
明
す
る

責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
自
由
の
制
限
に
当
た
る
と
の
反
対
意
見
も
唱
え
ら
れ
て
い
）
79
（
る
。

五　

結　

び

　

Ｅ
Ｕ
の
立
法
は
、
主
に
、
欧
州
域
内
の
民
族
問
題
や
移
民
問
題
の
解
決
を
求
め
る
圧
力
へ
の
応
答
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
政

治
的
背
景
と
は
別
に
、
私
法
と
り
わ
け
契
約
法
に
お
い
て
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の
原
則
が
内
包
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
が
い
か
よ
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
来
、
契
約
は
各
人
の
自
由
の
う
ち
に
あ
る
。
他
者
に
対
す
る
殊
更
な
害
意
に
基
づ
く
自
己
の
法
的
地
位
の
形
成
で
あ
っ
て
も
、
正
当

化
さ
れ
る
場
合
も
さ
れ
な
い
場
合
も
存
在
す
る
。
非
合
理
的
な
判
断
を
禁
じ
る
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。
さ
ら
に
、
別
異
処
遇
の
禁
止
を

突
き
詰
め
れ
ば
、
契
約
締
結
は
す
べ
か
ら
く
先
着
順
に
な
っ
て
し
ま
う
。
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
が
契
約
法
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
に

し
て
も
、
必
ず
「
限
界
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

契
約
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
は
、
ま
さ
に
議
論
の
途
上
に
あ
る
。
一
律
禁
止
か
個
別
禁
止
か
、
ど
こ
ま
で
が
適
用
領
域
か
、
損
害
賠
償

以
外
の
救
済
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
差
別
の
正
当
化
の
基
準
を
い
か
に
設
定
す
べ
き
か
、
そ
れ
ら
は
な
ぜ
か
と
い
っ
た
諸
問
題
が
具
体
的

に
挙
が
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
検
討
か
ら
、
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
が
契
約
法
の
柱
で
あ
る
の
か
、
契
約
自
由
こ
そ
契
約
法
の
原
則
で
あ
り
こ
れ
へ
の
制
限
は
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最
小
限
と
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
全
て
が
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
状
況
を
み
る
こ
と
で
、
契
約
自
由
と
差
別

禁
止
・
平
等
処
遇
と
の
間
に
、
差
別
禁
止
が
不
法
行
為
の
領
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
き
に
は
な
か
っ
た
緊
張
関
係
が
見
え
て
き
た
の
で

あ
る
。
付
言
す
れ
ば
こ
の
点
、
契
約
自
由
と
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
は
本
当
に
相
容
れ
な
い
も
の
な
の
か
と
い
う
点
も
疑
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
個
人
の
尊
厳
の
保
護
だ
け
で
な
く
差
別
さ
れ
る
側
の
契
約
自
由
の
保
護
に
も
契
約
法
上
の
差
別
禁
止
の
根
拠
を
見

出
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
両
者
が
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
契
約
自
由
と
の
関
係
で

契
約
法
上
平
等
処
遇
が
な
ぜ
・
ど
こ
ま
で
要
請
さ
れ
、
何
に
基
づ
く
差
別
が
禁
止
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
法
的
結
果
が
得
ら
れ
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
制
の
拡
大
に
お
い
て
何
が
配
慮
さ
れ
る
か
も
見
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
の
指
令
や

理
念
を
実
際
に
受
け
入
れ
、
根
拠
を
拡
大
し
て
い
く
各
加
盟
国
に
お
け
る
活
発
な
議
論
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

（
1
）  

一
般
契
約
法
に
絞
ら
な
い
差
別
禁
止
概
論
と
し
て
は
、
森
戸
英
幸
・
水
町
勇
一
郎
『
差
別
禁
止
法
の
新
展
開

―
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現

を
目
指
し
て
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
〇
八
年
）
が
詳
し
く
内
容
多
彩
で
あ
る
。
雇
用
契
約
に
関
し
て
は
、
櫻
庭
涼
子
『
年
齢
差
別
禁
止
の
法
理
』

信
山
社
（
二
〇
〇
八
年
）、
富
永
晃
一
「
比
較
対
象
者
の
視
点
か
ら
み
た
労
働
法
上
の
差
別
禁
止
法
理
（
一
）―（
六
・
完
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
二

七
巻
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
九
五
―
五
七
五
頁
、
五
号
六
三
四
―
七
一
六
頁
、
六
号
八
〇
三
―
八
七
八
頁
、
七
号
九
三
六
―
一
〇
〇
七
頁
、
八

号
一
〇
八
三
―
一
一
五
〇
頁
、
一
一
号
一
七
七
一
―
一
八
六
一
頁
、
福
岡
英
明
「
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
に
関
す
る
法

制
の
発
展
（
一
）（
二
）」
比
較
法
雑
誌
三
〇
巻
三
号
（
一
九
九
六
年
）
一
一
一
―
一
四
二
頁
・
四
号
（
一
九
九
七
年
）
三
五
―
六
五
頁
な
ど
多
く

あ
る
。
谷
江
陽
介
「
締
約
強
制
論
の
現
代
的
展
開
（
一
）―（
五
・
完
）」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
一
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
二
七
―
一
六
四

頁
、
二
一
五
号
二
五
五
―
二
九
五
頁
、
二
一
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
八
一
―
二
〇
六
頁
、
二
一
九
号
二
三
九
―
二
七
九
頁
、
二
二
〇
号
一
一
七

―
一
五
九
頁
で
は
、
締
約
強
制
論
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
契
約
法
上
の
平
等
処
遇
原
則
に
つ
き
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
・（
三
）
一
九

六
―
一
九
七
頁
、（
四
）
二
六
六
―
二
六
七
頁
。
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（
2
）  

指
令
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
庄
司
克
宏
『
Ｅ
Ｕ
法
基
礎
編
』
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
三
年
）
一
二
七
―
一
二
頁
、
一
三
三
―
一
四
七
頁
。

（
3
）  

後
出
の
人
種
民
族
平
等
処
遇
指
令
（2000/43/EC

）
も
、
加
盟
国
以
外
（
第
三
国
）
の
国
籍
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
に
基
づ

く
別
異
処
遇
お
よ
び
、
入
国
お
よ
び
滞
在
、
取
引
お
よ
び
職
業
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
は
適
用
除
外
と
し
た
ま
ま
で
あ
る
（
同
指
令
の
検
討
理

由
一
三
・
三
条
二
項
を
参
照
）。

（
4
）  Research G

roup on the Existing EC Private Law
 （Acquis G

roup

）, Principles of the Existing EC Contract Law
 （Acquis Prin-

ciples
） Contract II G

eneral Provisions, D
elivery of G

oods, Package Travel and Paym
ent Services, 2009, p. 159.

（
5
）  

欧
州
経
済
共
同
体
条
約
一
一
九
条
制
定
当
時
既
に
男
女
の
賃
金
平
等
を
達
成
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
経
済
的
観
点
か
ら
他
国
に
も
同
様
の
措

置
を
要
求
し
た
こ
と
で
挿
入
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
。
庄
司
克
宏
『
欧
州
連
合

―
統
治
の
論
理
と
ゆ
く
え
』
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
九

頁
参
照
。

（
6
）  Council D

irective 75/117/EEC of 10 February 1975 on the approxim
ation of the law

s of the M
em

ber States relating to the 
application of the principle of equal pay for m

en and w
om

en, O
J 1975 L 45, p. 19; Council D

irective 76/207/EEC of 9 Febru-
ary 1976 on the im

plem
entation of the principle of equal treatm

ent for m
en and w

om
en as regards access to em

ploym
ent, vo-

cational training and prom
otion, and w

orking conditions, O
J 1976 L 39, p. 40, etc.

（
7
）  

（a

） Janneke G
erards, The Application of Article 14 ECH

R by the European Court of H
um

an Rights, in: Jan N
iesen, Isabelle 

Chopin 

（eds.

）, The D
evelopm

ent of Legal Instrum
ents to Com

bat Racism
 in a D

iverse Europe, M
artinus N

ijhoff Publishers, 
2004, pp. 1

―60

は
七
頁
以
下
で
一
四
条
を
、
単
独
で
は
訴
訟
に
お
け
る
具
体
的
な
権
利
救
済
に
結
び
つ
き
に
く
い
「
飾
り
」
と
指
摘
し
、
本
条

に
関
す
る
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
断
枠
組
み
に
お
い
て
も
列
挙
さ
れ
る
根
拠
に
よ
り
異
な
る
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　
　
　
（b

） O
ddný M

jöll Arnardóttir, M
ultidim

ensional Equality from
 w

ithin: Them
es from

 the European Convention on H
um

an 
Rights, in: D

agm
ar Schiek, V

ictoria Chege 

（eds.

）, European U
nion N

on-D
iscrim

ination Law, Routledge, 2009, pp. 53

―72

は
、

本
条
が
多
面
的
な
平
等
の
実
現
に
寄
与
し
う
る
こ
と
と
、
他
方
で
よ
り
根
拠
ご
と
に
事
情
に
即
し
た
具
体
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
8
）  

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、Jeroen Schokkenbroek, A N

ew
 European Standard Against D

iscrim
ination: N

egotiating Protocol 
N
o. 12 to the European Convention on H

um
an Rights, ibid. 7 （a

）, pp. 61

―79.

（
9
）  European Parliam

ent, Com
m
ittee of Inquiry into the Rise of Fascism

 and Racism
 in Europe, Report on the Findings of the 

Inquiry, 1985 

（Evrigenis Report

）; European Parliam
ent, Com

m
ittee of Inquiry into Racism

 and Xenophobia, Report on the 
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Findings of the Inquiry, 1991 （Ford Report

）.

（
10
）  D

agm
ar Schiek, From

 EU
 non-discrim

ination law
 tow

ards equality law
 for Europe, supra note 7 （b

）, pp. 3

―27, p. 19 （R7

）.
（
11
）  

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
一
部
加
盟
国
の
専
門
家
・
活
動
家
・
退
職
公
務
員
な
ど
か
ら
な
り
、
差
別
の
蔓
延
に
対
す
る
共
同
体
の
立
法
措
置
が
欠
け
て

い
る
と
の
意
識
か
ら
、
差
別
禁
止
立
法
に
関
す
る
調
査
活
動
お
よ
び
立
法
提
案
そ
の
も
の
を
行
っ
た
。
設
立
、
活
動
、
意
義
な
ど
の
詳
細
に
つ
き

Jan N
iessen, The Starting Line and the Prom

otion of EU
 Anti-D

iscrim
ination Legislation: The Role of Policy O

riented Re-
search, Journal of International M

igration and Integration vol. 1 no. 4, 2000, pp. 493

―503 

。

（
12
）  Ann D

um
m
ett, The Starting Line: a proposal for a draft Council D

irective concerning the elim
ination of racial discrim

ina-
tion, N

ew
 Com

m
unity Vol. 20 （3

）, 1994, pp. 530

―538.

（
13
）  Jan N

iessen and Isabelle Chopin, The Starting Line and the Racial Equality D
irective, supra note 7 （a

）, pp. 95

―110, pp. 98

―

99.

（
14
）  ibid., pp. 99

―100.

（
15
）  

（
既
に
一
九
九
〇
年
に
もCouncil Resolution on the fight against racism

 and xenophobia

が
出
さ
れ
て
い
た
が
）European Parlia-

m
ent, Resolution on Racism

 and Xenophobia, 2 D
ecem

ber 1993; European Parliam
ent, Resolution on Racism

, Xenophobia 
and Anti-Sem

itism
, 27 O

ctober 1994; European Parliam
ent, Resolution on Racism

, Xenophobia and Anti-Sem
itism

, 26 O
cto-

ber 1995; European Parliam
ent, Resolution on Racism

, Xenophobia and Anti-Sem
itism

, 27 April 1995.

（
16
）  European Com

m
ission, W

hite Paper on Social Policy CO
M

（94

） 333; Com
m
ission Report of M

ay 1995 on the O
peration of 

the Treaty on European U
nion to m

ake Europe the business of every citizen; European Com
m
ission, Com

m
unication on Rac-

ism
, Xenophobia and Anti-Sem

itism
. Com

m
ission Com

m
unication CO

M

（95

） 653 final.

（
17
）  

欧
州
域
内
に
お
け
る
差
別
禁
止
に
限
ら
れ
る
点
で
、The Starting Line

の
思
惑
よ
り
は
縮
小
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

（
18
）  

包
括
的
な
差
別
禁
止
を
定
め
た
初
め
て
の
条
文
で
あ
る
。
ま
た
、Arnardóttir, supra note 7 

（b

）, pp. 53

―90

と
り
わ
け
六
五
頁
お
よ
び

D
agm

ar Schiek, Broadening the Scope and the N
orm

s of EU
 G

ender Equality Law, M
aastricht Journal of European and Com

-
parative Law

 12, pp. 427

―466

は
、
具
体
的
立
法
に
お
け
る
個
別
追
加
型
の
差
別
禁
止
が
差
別
の
根
拠
に
基
づ
く
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
形
成
に
繫

が
る
と
批
判
し
、
包
括
的
な
差
別
禁
止
の
立
法
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
19
）  

一
三
条
制
定
以
前
の
指
令
に
よ
る
差
別
禁
止
規
制
が
「
雇
用
政
策
的
側
面
」
を
多
く
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
一
三
条
制
定
以
降
は
「
人
権
保
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障
的
側
面
」
が
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
川
田
知
子
「
Ｅ
Ｃ
指
令
に
お
け
る
差
別
禁
止
事
由
の
特
徴
と
相
違
」
亜
細
亜
法
学
四
四
巻

二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
九
―
八
一
頁
、
櫻
庭
・
前
掲
注
（
1
）
二
〇
七
頁
。

（
20
）  Lisa W

addington, Testing the Lim
its of the EC Treaty Article on N

on-D
isctim

ination, Industrial Law
 Journal 28 no. 2, 1999, 

pp. 133

―151; Leo Flynn, The im
plications of article 13 EC Treaty-After Am

sterdam
, w

ill som
e form

s of discrim
ination be m

ore 
equal than others?, Com

m
on M

arket Law
 Review

 36, 1999, pp. 1127

―1152.

（
21
）  Council D

irective 2000/43/EC of 29 June 2000 im
plem

enting the principle of equal treatm
ent betw

een persons irrespective 
of racial or ethnic origin, O

J 2000 L 180 22.

（
22
）  Council D

irective 2000/78/EC of 27 N
ovem

ber 2000 establishing a general fram
ew

ork for equal treatm
ent in em

ploym
ent 

and occupation, O
J 2000 L 303 16. 

（
23
）  

立
法
提
案
の
下
積
み
が
あ
っ
た
た
め
、
一
三
条
の
発
効
か
ら
前
記
指
令
ま
で
時
間
を
要
さ
な
か
っ
た
。
実
際
、
一
九
九
八
年
頃
に
は
既
に
、

2000/43/EC

指
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
濃
厚
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（N

iessen and Chopin, supra note 13, pp. 105

―107

）。
本
条
文
に
よ
っ

て
は
他
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
欧
州
委
員
会
に
よ
っ
て
人
種
あ
る
い
は
出
身
民
族
に
よ
る
差
別
の
な
い
平
等
処
遇
の
原
則
の
使
用
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
、
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に
は
欧
州
委
員
会
に
よ
る
い
わ
ゆ
るG

reen Paper

（European Com
m
ission, Equality and N

on-D
is-

crim
ination in an Enlarged European U

nion, G
reen Paper, CO

M

（2004

）379 final

）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
人
種
関
連
の
立
法
が
推

進
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
増
大
す
る
移
民
数
を
制
限
し
た
い
一
方
で
、
移
民
に
も
有
利
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
差
別
主
義
と
の
批
判
を
免

れ
な
い
と
の
加
盟
国
の
判
断
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Erica H

ow
ard, The EU

 race directive: developing the protection 
against racial discrim

ination w
ithin the EU, Routledge, 2010, p. 3.

（
24
）  Council D
irective 2004/113/EC of 13 D

ecem
ber 2004 im

plem
enting the principle of equal treatm

ent betw
een m

en and 
w
om

en in the access to and supply of goods and services, O
J 2004 L 373 37.

（
25
）  

前
出
の
民
族
平
等
処
遇
指
令
と
異
な
り
、
住
居
提
供
役
務
を
適
用
範
囲
に
明
示
的
に
含
め
て
い
な
い
が
、
民
族
平
等
処
遇
指
令
が
役
務
提
供
の

う
ち
の
一
例
を
挙
げ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
26
）  European Com

m
ission, 

“Proposal for a Council D
irective on im

plem
enting the principle of equal treatm

ent betw
een persons 

irrespective of religion or belief, disability, age or sexual orientation
”, CO

M

（2008

）426. 

こ
れ
に
つ
き
、Lisa W

addington, Fu-
ture Prospects for EU

 Equality Law
: Lessons to be Learnt from

 the Proposed Equal Treatm
ent D

irective, European Law
 Re-
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view, 36 vol. 1, 2011, pp. 163

―184

は
、
国
籍
、
出
身
民
族
、
性
別
に
関
す
る
指
令
の
よ
う
な
規
定
を
一
律
に
他
の
根
拠
に
も
広
げ
る
こ
と
に

各
国
が
懸
念
を
抱
い
て
い
る
旨
、
ま
た
、
障
害
の
み
に
関
す
る
指
令
で
あ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
そ
う
で
あ
る
旨
を
指
摘
す
る
。
他
に
、Ann-

Sophie Vandenberghe, N
on-discrim

ination on the grounds of age and disability in private contracting for goods and services: 
Econom

ic analysis of the European 2008 Proposal for a new
 D

irective, Zeitschrift für Europäisches Privatrecht 19, 2011,  
S. 231

―450 

。

（
27
）  
各
国
の
状
況
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、Per Johansson, Com

paring N
ational and Com

m
unity Anti-D

iscrim
ination Law, supra 

note 7 （a
）, pp. 155

―209

。
ド
イ
ツ
法
と
し
てAllgem

eines G
leichbehandlungsgesetz

（
Ａ
Ｇ
Ｇ
）
が
あ
る
が
、
エ
ー
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ピ
ッ

カ
ー
「
債
務
法
改
正
、
差
別
禁
止
（
平
等
化
）
法
と
私
的
自
治
―
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
法
の
変
遷
」（
中
田
邦
博
訳
）
龍
谷
法
学
三
九
巻
三
号

（
二
〇
〇
六
年
）
二
六
一
―
二
八
三
頁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
や
は
り
自
由
と
平
等
の
緊
張
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
28
）  Com

m
unication from

 the Com
m
ission to the European Parliam

ent and the Council-A m
ore coherent European contract 

law
-An action plan, CO

M
（2003

）68 final.

（
29
）  

Ｃ
Ｆ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｅ
Ｕ
の
資
金
提
供
を
受
け
た
数
グ
ル
ー
プ
（CoPECL

＝Com
m
on Principles of European Contract 

Law

）
が
た
た
き
台
を
作
る
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
私
法
の
調
和
に
つ
い
て
、
北
居
功
「
欧
州
契
約
法
」
庄
司
克
宏
『
Ｅ
Ｕ
法
実
務
篇
』
岩
波

書
店
（
二
〇
〇
八
年
）。
現
行
Ｅ
Ｕ
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
諸
指
令
と
お
よ
そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ま
と
め
たAcquis Principles

（
後

述
の
Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｐ
）
を
公
刊
し
たAcquis G

roup
（
＝Research G

roup on the Existing EC Private Law

）
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
も
、SG

ECC

（
＝Study G

roup on a European Civil Code

）
と
共
に
中
心
的
な
成
果
を
出
し
て
い
る
（
後
述
の
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）。

（
30
）  Study G

roup on Social Justice in Eurepean Private Law, Social Justice in European Contract Law
: a M

anifesto [M
anifesto], 

European Law
 Journal Vol. 10 N

o.  6, 2004, pp. 653
―674.

（
31
）  ibid., p. 655.

（
32
）  M
artin W

. H
esselink, CFR &

 Social Justice, Sellier, 2008, pp. 29

―42.

（
33
）  

社
会
福
祉
の
観
点
か
ら
、Thom

as W
ilhelm

sson, Varieties of W
elfarism

 in European Contract Law, European Law
 Journal, 

Vol. 10 N
o. 6, 2004, pp. 712

―733

は
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
財
産
状
況
に
基
づ
く
差
別
も
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
34
）  supra note 4.

（
35
）  ibid., pp. 160

―161. 

ま
た
、N

uno M
anuel Pinto O

liveira and Benedita M
acCrorie, Anti-discrim

ination Rules in European Con-
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tract Law, in: Stefan G
rundm

ann 

（ed.

）, Constitutional Values and European Contract Law, Kluw
er Law

 International, 2008, 
pp. 111

―122

は
、
特
別
法
規
が
な
く
と
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
宗
教
・
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
は
信
義
誠
実
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

て
い
る
と
す
る
が
、
そ
の
論
拠
は
、
公
共
と
の
永
続
的
関
係
に
お
い
て
は
合
理
的
に
つ
ま
り
信
義
誠
実
に
従
っ
て
行
為
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
36
）  Christian von Bar and Eric Clive 

（eds.

）, Principles, definitions and m
odel rules of European private law

: draft com
m
on 

fram
e of reference （D

CFR

） / prepared by the Study G
roup on a European Civil Code and the Research G

roup on EC Private 
Law

 （Acquis G
roup

） Sellier, 2009.

（
37
）  ibid., p. 41.

（
38
）  Jorg N

euner, Protection against D
iscrim

ination in European Contract Law, European Review
 of Contract Law

 vol. 1, 2006, 
pp. 35

―50; H
ugh Collins, D

iscrim
ination, Equality and Social Inclusion, M

odern Law
 Review

 16, pp. 16

―43.

（
39
）  

テ
ィ
ル
マ
ン
・
レ
プ
ゲ
ン
（
屋
敷
二
郎
訳
）「
私
法
の
弔
鐘
が
聞
こ
え
る
：
Ｅ
Ｕ
差
別
禁
止
規
則
を
め
ぐ
っ
て
」
一
橋
法
学
八
巻
三
号
（
二
〇

〇
九
年
）
五
―
二
九
頁
、
と
り
わ
け
七
―
一
〇
頁
。
九
頁
に
は
、
新
聞
広
告
で
娘
の
ピ
ア
ノ
教
師
を
募
集
し
た
が
応
募
者
が
常
習
の
小
児
性
愛
者

で
あ
る
場
合
に
は
、「
軽
蔑
で
は
な
く
、
自
分
の
子
供
の
保
護
の
た
め
」
に
「
人
格
的
尊
厳
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
性
的
指
向
を
採
用
拒

否
の
根
拠
に
す
る
こ
と
が
で
き
」
る
と
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
40
）  M

aria R. M
arella, H

um
an D

ignity in a D
ifferent Light: European Contract Law, Social D

ignity and the Retreat of the W
el-

fare State, supra note 35, pp. 123

―147. 

と
り
わ
け
一
四
一
頁
以
下
。

（
41
）  

ダ
グ
マ
ー
・
ケ
ス
タ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン
（
釜
谷
真
史
・
角
松
生
史
・
訳
）「
平
等
取
扱
と
契
約
自
由
」
法
政
研
究
七
二
巻
四
号
（
二
〇
〇

六
）
二
二
九
―
二
四
五
頁
、
と
り
わ
け
二
四
〇
頁
。

（
42
）  Pinkel, Restricting Freedom

 of Contract through N
on-D

iscrim
ination Provisions? A

 Com
parison of the D

raft Com
m
on 

Fram
e of Reference 

（D
CFR

） and the G
erm

an 

“General Equality Law

”, G
erm

an Law
 Journal vol. 10 no. 11, pp. 1417

―1438, 
p. 1425.

（
43
）  Ann-Sophie Vandenberghe, N

on-D
iscrim

ination in the Com
m
on Principles of European Contract Law, in: Econom

ic Analy-
sis of the D

CFR, pp. 45

―63; M
athias E. Storm

e, Freedom
 of Contract: M

andatory and N
on-m

andatory Rules in European Con-
tract Law, Juridica International vol. 11, 2006, pp. 34

―44.
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（
44
）  Ann-Sophie Vandenberghe, N

on-D
iscrim

ination in the Com
m
on Principles of European Contract Law, in: Econom

ic Analy-
sis of the D

CFR, Sellier, 2010, pp. 45

―63; Storm
e, ibid.; H

orst Eidenm
üller, Party Autonom

y in the D
CFR, European Review

 
of Contract Law

 vol. 5 no. 2, 2009, pp. 109

―148, p. 122.
（
45
）  
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
注
（
39
）
レ
プ
ゲ
ン
二
五
頁
お
よ
びStorm

e, ibid 

。

（
46
）  
正
当
な
目
標
の
た
め
に
「
中
立
的
な
諸
基
準
」
が
必
要
か
つ
相
当
で
あ
る
場
合
に
こ
う
し
た
基
準
は
正
当
化
さ
れ
た
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
身
長
制
限
が
一
七
〇
㎝
と
さ
れ
、
特
定
の
人
種
の
優
遇
・
冷
遇
を
意
味
し
か
ね
な
い
場
合
、
本
来
的
に
は
小
児
の

事
故
防
止
が
構
造
上
必
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
一
一
〇
㎝
の
身
長
制
限
で
足
り
る
な
ら
ば
、
実
際
に
差
別
的
意
図
が
あ
っ
て
の
基
準
設
定
か
否

か
は
問
わ
ず
、
一
七
〇
㎝
と
い
う
基
準
は
正
当
化
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
47
）  Johansson, supra note 27, p. 178.

と
り
わ
け
、
他
の
差
別
と
異
な
り
直
接
的
差
別
も
頻
繁
に
正
当
化
さ
れ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
年

齢
差
別
の
特
性
を
考
慮
す
る
際
に
も
、
区
別
が
必
要
と
さ
れ
る
。Lisa W

addington, M
ark Bell, M

ore Equal than O
thers: D

istinguish-
ing European U

nion Equality D
irectives, Com

m
on M

arket Law
 Review

 38, 2001, pp. 587

―611, p. 599.

（
48
）  

た
だ
し
、
三
項
で
教
育
・
メ
デ
ィ
ア
・
広
告
を
適
用
除
外
と
す
る
。
教
育
を
適
用
領
域
に
収
め
て
い
る
民
族
平
等
処
遇
指
令
と
の
相
違
が
正
当

化
し
う
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、Karl Riesenhuber, Privatautonom

ie und D
iskrim

inierungsverbote-G
rundlagen im

 
deutschen Recht und europäische Regulierung, in: Karl Riesenhuber und Yuko N

ishitani 

（H
rsg.

）, W
andlungen oder Erosion 

der Privatautonom
ie? : D

eutsch-japanische Perspektiven des Vertragsrechts, D
e G

ruyter Recht, 2007, S. 19

―61, S. 35 

。

（
49
）  

四
条
一
項
a
。
労
働
関
係
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
1
）
富
永
を
参
照
。Riesenhuber, ibid., S. 38

は
、
母
親
に
偏
っ
た
保
護
が
問
題
で
あ

る
と
す
る
。

（
50
）  supra note 27, AG

G

を
参
照
。

（
51
）  

禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
に
「
国
籍
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
格
別
の
意
味
を
有
さ
な
い
、
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
二
条
が
直
接

適
用
さ
れ
う
る
と
い
う
理
解
に
よ
る
。

（
52
）  

財
・
役
務
の
提
供
者
に
対
す
る
差
別
は
本
救
済
規
定
の
適
用
範
囲
外
と
解
さ
れ
る
。supra note 4, p. 173.

（
53
）  

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
特
別
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
こ
れ
と
い
っ
た
説
明
は
見
ら
れ
な
い
が
、
指
令
か
ら
の
あ
る
種
の
伝

統
で
あ
ろ
う
。

（
54
）  

飲
食
店
で
人
種
差
別
主
義
の
音
楽
を
流
す
こ
と
や
、
バ
ス
旅
行
に
お
い
て
、
乗
客
の
事
前
の
同
意
な
し
に
ポ
ル
ノ
映
画
を
流
す
と
い
っ
た
例
が
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挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 supra note 4, p. 166.

（
55
）  supra note 4, p. 168.

（
56
）  ibid., p. 174.

（
57
）  ibid., p. 179.

（
58
）  supra note 36, p. 185.

（
59
）  Frederyk Zoll, Rem

edies for D
iscrim

ination, ERA Forum
, vol. 9 no. 1, 2008, pp. 87

―93, pp. 88

―89.

（
60
）  supra note 36, p. 190.

（
61
）  ibid.

（
62
）  ibid.

（
63
）  ibid.

（
64
）  supra note 36, p. 189.

（
65
）  

前
掲
注
（
39
）
レ
プ
ゲ
ン
一
〇
頁
。

（
66
）  Riesenhuber, supra note 48, S. 39. 

他
に
、
習
俗
規
範
に
適
っ
た
感
情
の
保
護
（
性
別
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
一
六
） 

参
照
）、
性
的

暴
力
の
犠
牲
者
の
保
護
（
性
別
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
一
六
）
参
照
）、
平
等
処
遇
の
促
進
（
性
別
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
一
六
）、
民

族
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
一
七
）
参
照
）、
ス
ポ
ー
ツ
の
職
業
の
組
織
化
（
性
別
平
等
処
遇
指
令
（
検
討
理
由
一
六
）
参
照
）
を
挙
げ
る
。

（
67
）  

性
別
平
等
処
遇
枠
組
み
指
令
の
検
討
理
由
一
四
は
、「
あ
ら
ゆ
る
個
々
人
は
、
契
約
相
手
方
選
択
の
自
由
を
含
む
契
約
自
由
を
享
受
す
る
」
と

述
べ
る
。
契
約
の
自
由
と
の
緊
張
関
係
は
一
大
テ
ー
マ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
例
と
し
て
、Storm

e, supra note 43; supra note 36, 
Princ.1, p. 37,41; Franz Christian Ebert and Tobias Pinkel, Restricting Freedom

 of Contract through non-D
iscrim

ination Provi-
sions?: A Com

parison of the D
raft Com

m
on Fram

e of Reference [D
CFR] and the G

erm
an 

“General Equality Law

”, G
erm

an 
Law

 Journal vol. 10 no. 11, 2009, pp. 1417

―1438, p. 1422. 
邦
語
文
献
と
し
て
、
前
掲
注
（
41
）
ダ
グ
マ
ー
・
ケ
ス
タ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン

二
二
九
―
二
四
五
頁
。

（
68
）  

選
択
が
「
あ
る
人
を
有
利
に
扱
い
、
別
の
人
を
不
利
に
扱
う
こ
と
」
を
意
味
す
る
以
上
、
選
択
の
自
由
は
「『
好
ま
し
い
』
差
別
」
を
必
要
と

す
る
。
前
掲
注
（
39
）
レ
プ
ゲ
ン
二
七
頁
。

（
69
）  

こ
の
点
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
のD

ecree-law
 594/74

（D
ecree-law

 71/77

に
よ
る
修
正
後
）
で
は
明
文
で
、
私
的
な
結
社
が
構
成
員
に
限
定
し



契約法における平等処遇序論

145

た
財
お
よ
び
役
務
の
提
供
を
行
う
権
利
を
認
め
て
い
る
。

（
70
）  

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
労
働
裁
判
所
の
事
案
（ArbG

 H
am

burg U
rt v 04.12.2007-20 Ca 105/07

）（
ド
イ
ツ
に
あ
る
福
音
教
会

の
祭
祀
補
助
の
仕
事
の
施
設
に
お
け
る
配
置
に
際
し
て
、
ム
ス
リ
ム
の
女
性
が
宗
教
に
基
づ
く
不
利
益
処
遇
を
受
け
た
と
し
て
損
害
賠
償
を
請
求

し
た
）
の
よ
う
な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
事
案
に
お
い
て
は
教
会
が
欧
州
社
会
基
金
お
よ
び
ド
イ
ツ
共
和
国
連
邦
か
ら
出
資
を

受
け
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
教
会
は
敗
訴
し
て
い
る
。

（
71
）  
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
三
項
・
四
項
・
五
項
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
住
居
の
貸
与
に
お
け
る
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
環
境
へ
の
配
慮
が
許
さ
れ
、
家

族
法
・
相
続
法
上
の
債
務
関
係
が
適
用
除
外
と
さ
れ
、
ま
た
、「
当
事
者
若
し
く
は
身
内
の
者
の
間
の
特
別
な
近
親
関
係
又
は
信
頼
関
係
が
成
立

し
て
い
る
民
法
上
の
債
務
関
係
に
は
、
適
用
し
な
い
。
賃
貸
関
係
の
場
合
に
は
、
特
に
、
当
事
者
若
し
く
は
そ
の
身
内
の
者
が
同
一
の
土
地
に
あ

る
住
居
を
使
用
す
る
場
合
が
該
当
し
う
る
。
…
…
住
居
の
貸
与
は
、
貸
与
さ
れ
る
住
宅
の
合
計
が
五
〇
戸
を
超
え
な
い
限
り
、
通
例
﹇
規
制
の
対

象
外
と
な
る
―
―
筆
者
注
﹈」（
訳
文
は
齋
藤
純
子
・
外
国
の
立
法
二
三
〇
号
（
二
〇
〇
六
）
一
〇
八
頁
に
よ
る
）
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
三
項
の

内
容
や
五
項
の
数
字
を
挙
げ
た
規
制
が
実
際
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
は
興
味
深
い
。Riesenhuber, supra note 48, S. 39

は
、「
…
…

も
ち
ろ
ん
、
あ
る
申
込
み
が
「
個
人
を
問
題
と
せ
ず
に
」
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
決
定
は
、
主
観
的
に
で
は
な
く
客
観
的
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
多
か
れ
少
な
か
れ
個
人
の
信
頼
関
係
を
必
要
と
す
る
契
約
関
係
に
お
い
て
、
要
求
さ
れ
る
信
頼
関
係
が
と
り
わ
け
緊
密
な
場

合
に
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
個
人
の
一
定
の
選
択
権
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
極
端
な
も
の
が
家
族
関
係
の
構
成
そ
れ
自
体
で
あ
る
」
と
述
べ

る
。

（
72
）  Supra note 4, p. 173.

（
73
）  

た
と
え
ば
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
九
条
。

（
74
）  

前
掲
注
（
39
）
レ
プ
ゲ
ン
一
三
頁
。

（
75
）  European Com

m
ission, supra note 26, CO

M

（2008
）426. 

こ
れ
に
つ
き
、W

addington, supra note 26; Vandenberghe, supra 
note 26.

（
76
）  

こ
の
点
も
、
㈠
と
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、N

euner, supra note 38

は
、
人
種
性
別
障
害
等
自
己
の
力
で
は
変
え
ら
れ

な
い
属
性
に
関
す
る
差
別
よ
り
も
宗
教
や
性
的
指
向
等
変
化
可
能
性
の
残
る
属
性
に
関
す
る
差
別
は
よ
り
ゆ
る
や
か
な
規
制
の
対
象
と
な
る
か
、

下
位
の
立
法
で
規
制
す
べ
き
と
の
見
解
を
展
開
す
る
が
、
客
観
的
な
変
化
可
能
性
と
主
観
的
な
変
化
可
能
性
は
異
な
る
た
め
こ
の
よ
う
な
見
方
は

難
し
い
で
あ
ろ
う
。
対
し
て
、Pinto and M

acCorie, Anti-discrim
ination Rules in European Contract Law, supra note 40, pp. 111

―
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122, pp. 119

―121

は
、
変
化
可
能
性
に
よ
り
規
制
の
あ
り
方
を
区
別
す
る
理
由
は
な
い
と
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
の
特
性
を
考
慮
す
る
こ

と
が
不
要
と
は
言
え
な
い
。

（
77
）  Eduard Picker, Antidiskrim

inierungsgesetz-D
er Anfang vom

 Ende der Privatautonom
ie?, Juristen Zeitung 57, 2002, S. 880

―

882

は
、
ド
イ
ツ
の
国
内
法
で
あ
る
一
般
平
等
処
遇
法
（
Ａ
Ｇ
Ｇ
）
は
市
場
に
お
け
る
市
民
で
は
な
く
「
善
い
人
」
を
想
定
し
て
お
り
、
平
等
主

義
の
も
と
に
自
由
を
犠
牲
に
す
る
と
述
べ
る
。

（
78
）  
前
掲
注
（
1
）
谷
江
は
、
従
前
日
本
で
は
生
活
保
護
や
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
締
約
強
制
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
取
引
対
象
の

独
占
性
・
公
益
性
と
い
っ
た
公
法
的
な
面
か
ら
の
み
で
は
締
約
強
制
を
裏
付
け
ら
れ
ず
、
契
約
自
由
の
制
限
と
し
て
の
締
約
強
制
が
私
法
の
理
論

か
ら
説
明
さ
れ
る
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
79
）  

前
掲
注
（
39
）
レ
プ
ゲ
ン
一
二
―
一
四
頁
。

茂
木　

明
奈
（
も
ぎ　

み
な
）

　

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　

専
攻
領
域　
　

民
法

　

所
属
学
会　
　

法
文
化
学
会


